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はじめに

平成27年度から実施しました講座では、多くの皆様が参加し、活発な意見交換が

行われました。意外と知らない他の町会・自治会の活動状況などを知ることができた

ことは、大きな刺激になったことと思います。こうした、各町会・自治会の活動内容

を参考に、今まで思いつかなかったことなど、これからの活動の参考になったのでは

ないでしょうか。

一方で、大きな問題となっている、加入率の減少や、役員の高齢化・後継者不足と

いった課題については、明確な答えが導き出せていないことも反省点としてあると思

います。

3年に渡る講座の実績を踏まえ、 30年度からは、より多くの方、特に若い世代に

町会・自治会活動を知ってもらうために、杉並区町会連合会のホームページの立上げ

について検討することとしました。また、町会・自治会の運営方法などについて、皆

様の活動のお役に立ててもらうため、ハンドブックの作成について検討することとし

ました。いずれも、 31年度に実施できればと考えております。

平成30年度は、杉町連創立60周年を迎えます。この節目の年に、こうした取組

に力を入れてまいりたいと存じますので、皆様方のご理解、ご協力をいただきたいと

存じます。

平成30年3月

杉並区町会連合会会長秋山 とよ
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【講座の目的】

過去2年間実施した「町会・自治会加入促進、活動活性化講座」の実績をもとに、参加者から

の意見を踏まえ、主に情報交換の場を中心に、加入促進、活動活性化に向けた取組みを話し合

い、実践に向けた具体的手法を模索する。

【開催方法案】

1 杉町連と区との協働開催とする。

2各地区町連単位または、各事務局単位に開催する

3 日程・参加者数．会場については、開催単位で決定する。

4開催時間は、 2～3時間とする。

5 開催単位に企画書を作成し、杉町連事務局（地域係）に事前に提出する。

【講座例】

司会進行：各地域担当副参事または地域活動係長

☆各講座の事例発表を取りまとめて報告書を作成し公表する。
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I 開会の挨拶（地区町連会長）

Ⅱ具体的取組事例の発表

1加入促進の取り組み

2活動活性化（祭りなどのイベント）の取り組み

30分程度

Ⅲ実践講座（ワークショップ）

数名程度のグループ分け

テーマ：例

1 町会・自治会加入促進の取組

各々の事例を情報交換しながら、新たな取組を模索する

2高齢化、後継者不足の解消

世代交代への取組事例などを情報交換する

3地域への情報発信

会員、未加入者への町会活動の周知及び理解

4町会・自治会同士が協働して取り組む活動

近隣同士の町会・自治会が協働で取り組める活動を模索する

5町会の運営について

町会の運営方法について

1時間程度

Ⅳ実践講座の発表 30分程度



平成29年度町会・自治会加入促進、活動活性化実践講座実施状況

※アドバイザーはすべてNPO法人東京都港区中小企業経営支援協会から派遣
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地域活動係 地区町連 日時・会場・参加者 内 容

井草
清沓中通

下井草

2月2日（金) 14:00～16:30

井草地域区民センター

第1 ．2会議室

参加者数32名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派

遺制度」を活用した実践講座

アドバイザー：漢那宗丈氏

西荻
上荻窪

上井草

12月15日（金) 14:00～16:00

西荻地域区民センター

第3．4会議室

参加者数25名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派

遺制度」を活用した実践講座

アドバイザー：曽我太郎氏

荻窪

荻窪

天沼

2月28日（水） 14:00～16:00

荻窪地域区民センター

第4．5集会室

参加者数 11名

1月20日(土) 10:00～12:00

本天沼区民集会所

第2．3集会室

参加者数33名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派

遣制度」を活用した実践講座

アドバイザー漢那宗丈氏

東京都の「地域活動支援アドバイザー派

遣制度」を活用した実践講座

アドバイザー山川美穂子氏

阿佐谷

馬橋

阿佐谷

成田

12月6日(水)14:00～16:30

阿佐谷地域区民センター

第4．5集会室

参加者数48名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派

遣制度」を活用した実践講座

アドバイザー：曽我太郎氏

高 円寺

和田

堀ノ内松ノ木

高円寺中央

高円寺北

11月18日(jz)14:00～15:30

高円寺地域区民センター

展示室

参加者数128名

基調講演

秋山成子氏（西荻窪町会会長）

パネルディスカッション

戸井高
､

戸

宮前

高井

2月24日(土） 14:00～16:00

高井戸地域区民センター

第9集会室

参加者数13名

実践講座（ワークショップ）

発表

永福和泉
方南和泉

下高永福

3月9日（金) 14:00～16:15

永福和泉地域区民センター

第1～3集会室

参加者数50名

0

実践講座（ワークショップ）

発表



各地区のまとめ
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【清沓中通･下井草地区】

2月2日（金） 14:00～16:30井草地域区民センター第1 ･2会議室参加者数32名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派遣制度」を活用し、町会加入率の低迷や後継者不足な

ど、町会・自治会の抱える課題解決へのきっかけづくりを目的とする講座を実施

アンケート集計結果

5

◇参加者： 32名、 うちアンケート回答者31名

1実践講座（ワークショップ）について

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

9

17

3

◇その他感想等(例：どのような点が参考になったか、あるいは、参考にならなかったか、等）

ワークショップでは、情報交換の場として、同じ行事でも様々なやり方があることを知っ

た 。

自己表現の欲求によって、地域を活性化するということが参考になった。

区・都の補助金のわかりやすい資料等、町会に入っていないと困ることをもっと知りたい。

他町会との違いが参考になった。町会に持ち帰り、会員と話し合いたいと思う。

子どもへの図書カードの配布、敬老品の配布、結果的に何の行事が良いか不明のまま。

町会入会について、区が関与していただくと、話がしやすい。

町会活動に大人に参加してもらうには、高次欲求を満たす内容を計画しなくてはならない。

高齢者が多いので、考えることがある。お金のこともある。

ITなどを使うこと。 日本全体の活動も分かること。

他町会の活動が少しわかったこと。町会運営の困難さを改めて感じた。

悩みや困りごとが共通しているとわかった。現状報告の時間が不足していた。

初対面の人が多いので、意見交換の時間がもっと必要。

役員や理事になると大変だからと脱退するか、会費のみ納入となり、世話役をする人がなく

なる 0 ，

町会役員の高齢化は、どこでも悩みの種だと思った。

どのような活動をしたら、皆さんに満足していただけるか、考えていこうと思った。

他の町会の活動が聞けて良かった。

グループの話し合いの時間が短い。
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パワーポイントは見づらい。 レジュメだけで良かったのではないか。

大人が喜んで参加できるイベントづくりを考えていきたい。

情報の共有ができて良かったが、話し合いの時間が短い。

課題について、具体的な話がなかった。

町会加入促進、広報・他団体との連携、マンション住人の加入促進、これらの事項はとても

重要だが、特に参考にならなかった。

個人情報の保護や、 IT知識など、問題がありすぎ。

町会に入らないと困ることは何か。大人も参加したくなる企画は、非常に限られるのでは。

課題について、今一歩踏み込んでの話、あるいは提案策が聞けると良かった。少し残念。

あちこちで、同じようなイベントをやっているので共催していくのが良いのかと思った。町

会もイベントに関わっている、 とアピールすることが重要。

2今後も他の町会・自治会の皆さんとの交流の場が必要だと思いますか。

1 思う

2思わない

3 どちらでもよい

28

0

3

3今後、本講座で取り上げてほしいメニューや課題があればお聞かせください。

役員の集め方が知りたい。

興味あるイベントの作り方

防災訓練がマンネリ化しているので、魅力的なイベント風のやり方があれば聞きたい。

ケーススタディを望む。 、

テーマを決めて話し合いを。

事前に課題提示があれば、各町会での中での話し合いも可能だと思う。

震災、災害‘

各町会・自治会の紹介、活動の活性方法など。

イベントについて

マンション住人への加入促進の難しさ。

現在のやり方で良い。

4あなたの町会・自治会の所属する地区町会連合会に○をつけてください。

清沓中通地区町会連合会

下井草地区町会連合会

8
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【上荻窪･上井草地区】

12月15日（金) 14:00～16:00西荻地域区民センター第3．4会議室参加者数25名

東京都の「地域活動支援アドバイザー派遣制度」を活用し、町会・自治会活動を担う人材の確

保・育成について学ぶ

アンケート集計結果

◇参加者： 25名、 うちアンケート回答者24名

1－1 実践講座について

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

4無記入

7

9

4

4

◇その他感想等(例:どのような点が参考になったか､あるいは､参考にならなかったか､等）

司会者が喋りすぎ。

マニュアルが有ったところが参考になった。

良いところ、難しいところが参考になった。良く理解している先生の話は、わかり易かつ

た 。

実例を出して下さったので良くわかった。

講義の内容を、 自分たちの町会でどのように進めるかが難しい。

本日の参加者は町会の役員が多く、役員は熱意のある人ばかり。仕方がなく仕事をする人

は講義では身につかない。

他の町会の話も聞けた。

数多くの実例を紹介してほしい。

時間が短すぎる。

町会のあり方や可能性についてとても参考になった。今後の活動に活かしたい。

一つひとつの事柄に、もう少し突っ込んで話をしてほしい。

1－2 ワークショップについて

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

4無記入

3

13

5

3



町会それぞれの心配、気掛かりな事を少し知ることができた。

各地域で努力している様子が理解できた。

各自治会でいろいろな事を行っているのが参考になった。

ワークショップの手順が良くない。講師の説明不足（付萎の使い方等） 。

ワークショップのみとした方が良い。

（自己紹介は短時間で） 環境の異なる町会・自治会の人達によるワークショップの狙い

は何か。

時間が短すぎて十分な話し合いができない感じを持ち残念だった。

他の町会の方々と話し合いが持つことが出来、良かった。

いろいろな事を既に行っているので、人の意見を聞いても余り参考にならない。

2今後も他の町会・自治会の皆さんとの交流の場が必要だと思いますか。

1 思う 19

2思わない 0 0

3 どちらでもよい 4

4無記入 1

3今後、本講座で取り上げてほしいメニューや課題があればお聞かせください。

役員の高齢化対策。具体例があれば紹介してもらいたい。

会場の確保の仕方。

多様な事例紹介。

働いている世代の方へのサービスの事例や協力の仕方について。

4あなたの町会・自治会の所属する地区町会連合会に○をつけてください。

上荻窪地区町会連合会 9

上井草地区町会連合会 15
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【荻窪地区】

2月28日（水) 14:00～16:00荻窪地域区民センター第4．5集会室参加者数11名

｢地域活動支援アドバイザー派遣制度」 （東京都の支援制度）を活用し、町会・自治会活動を担う人材
の確保及び町会・自治会への加入促進について、実践方法を学ぶ。

アンケート集計結果

9

◇参加者： 11名、 うちアンケート回答者11名

1 今回の講座について

講義とワークショップ

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

3

6

2

感想等(例：どのような点が参考になったか、あるいは、参考にならなかったか、等）

毎年同じようなことをやっていてつまらない

講師の話は具体的であったが、解決策が抽象的であり、参考にならなかった。

他町会の具体的実施事例は参考になった。具体例のケーススタディが望ましいのでは。

今までの活動にプラスして、より一層の会員確保に努めたいと思った。

スマホの利用→少なくとも役員間は使うべきと思った。

イベントの効果を考える→行うときの工夫

満足度の低いイベントはやめるべき、 ということ 。

子どもだけでなく、大人の参加が必要だということ 。

町会加入のピンポイント策を聞くことができず残念。

他町会の活動が参考になったが、各々状況が違うので、独自の活動の中で他町会と協力出

来るものはしていきたいと思う。

他の町会の方との話はとても参考になった。講義に関しては一般論でどこかで聞いたこと

がある部分もあった。

各町会それぞれにイベントを開催している様だが、町会加入促進には余り効果がない様

子 。

2今後も他の町会・自治会の皆さんとの交流の場が必要だと思いますか。

1 思う

2思わない

3 どちらでもよい

6

1

4

1



１
１

今後、本講座で取り上げてほしいメニューや課題があればお聞かせください。

役員の後任をどうするか？
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【天沼地区】

1月20日(土） 10:00～12:00本天沼区民集会所第2．3集会室参加者数33名

自治会活動を担う「地域活動支援アドバイザー派遣制度」 （東京都の支援制度）を活用し、町会・自治会活動

人材の確保・育成及び町会・自治会への加入促進について、実践方法を学ぶ。

○実践講座まとめ

【テーマ】どうしたら町会活動に新しい人を受け入れられるか、そのために何をしたらよいか

11

【Aグループ】

基本中の基本だが、町会費を集める際に、町会に入るメリットを説明する。

また､防災訓練など､特に来てほしいということを回覧板で周知する時には蛍光ペンなど

を使って目立たせるように工夫する。

若い人､子どもの親世代に、町会に関心を持ってほしい｡以前､学校に協力してもらって、

学校のイベントの後に、町会の防災訓練をしたことがある。消火器の訓練など「何をやっ

ているのだろう」と子どもたちからも興味を持たれた。訓練の最後に町会のPRをさせて

もらうことができた。

【Bグループ】

町会の役員を男性や若い人にやってほしいと思うのであれば､参加しやすいように､役員

会の日時を日曜日や夜などに変える。負担にならないようにやってもらうのは大事なこ

とである。

町会活動に関しては、ラジオ体操をしている町会がある。参加するとワンポイントもらえ
わ

る楽しみがあり、若いお母さんと子どもも来るようになったとのこと。楽しみを持てるよ

うにするのは良いこと。

防災訓練は（町会活動PRの）チャンス。PTAなどに声をかけて参加してもらう。

組長は年ごとに変える。組長会を作って組長同士のつながりを持たせている町会もある。

行事は人を呼び込めるが役員の負担になる。

役員の報酬を増やすという意見もあったが、お金を配るのはどうかという意見もあった。
●

前回もこのような意見交換があったが生かされず一年経ってしまった。このような機会

が生かされるようにしたい。

【cグループ】

町会で入学祝いや長寿祝いを配ったりしている。もう少しアピールして､継続して町会に

関心を持ってもらえるきっかけを作る。また､町会が何をやっているのか分からないと思

われていることもあるので、このような機会に活動内容を詳しく説明する。

新しい人を呼ぶために、もちつき大会や縁日など､若い人が関心を持てるようなことをす

る ◎

防災訓練への参加を徹底するために、町会だよりを班ごとに細かく配って参加を呼びか

ける。そうすれば新しい人が入ってくるかもしれない． ◎

防災訓練等の参加を呼びかける。スタンドパイプの訓練をする場合には､近隣のポストに



チラシを入れて周知徹底する。

【Dグループ】

地域の輪を保つ一つの方法として、消火栓のある場所でできるだけスタンドパイプの訓

練をやる。消火栓は100メートルおきにある。これで地域の人たちが顔見知りになれ

る。既にやっている町会があり､､参考になる

挨拶をし合う。子どもを守るために挨拶をする、知り合うということが大事｡大人が挨拶

をしなければ子どもも挨拶しないのは当たり前。挨拶を返してくれなくても懲りないで

挨拶をしていきたい。

若いお父さんお母さんが町会にもっと顔を出してほしい。例えばPTAの役員、おやじの

会など、いかに巻き込むかを考えたい

【Eグループ】

若い人は子どもが来ないと参加しない｡子どもが参加できるような､若い人が興味を持つ

ものを何か考えないといけない。しかし､新しい事業を始めるのは体制的にも年齢的にも

難しいところがある。防災訓練や震災救援所の訓練に参加してもらうのが良い｡東日本大

震災の時､ある校長先生の話を伺ったことがあるが､震災救援所に来るのはだいたい子ど

もを連れた30代～40代の人。震災救援所に行けば食料が用意してあるという感覚で

来る人が非常に多い｡本当はその年代の人に防災訓練に参加してほしい｡私たちはPTAや

天沼小学校の「朝遊び」などいろんな支援をしている。ギブ＆テイクと言うのではない

が、学校にも協力をしてもらって、PTAにも参加してほしい。その中で町会とも顔なじみ

になって、コミュニケーションを交わしていくのが良いのではないか。

【Fグループ】

若い人が興味のある健康･趣味のサークル活動を企画する。そのついでに町会を紹介して

説明する。

昨夏に盆踊りを企画して大成功した町会があった｡若い人を呼ぶのに良いと思う。若い人

が参加するためには子どもが参加できることが大事。バスを使った日帰りツアーをやっ

た町会もある。費用負担の問題もあるが、バス代だけ町会が負担するなど。若い人が参加

する意欲が高まるのではないか。

12



アンケート集計結果
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◇参加者： 33名、 うちアンケート回答者32名

1 今回の講座について

ワークショップ

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3参考にならなかった

無記入

合計

8

16

2

6

その他感想等(例：どのような点が参考になったか、あるいは、参考にならなかったか、等）

町会加入促進に関する成功例に重点をおいた紹介が欲しい。

8町会の意見交換が出来て良かった。

大体どの町会でも人手が足りないとか、防災訓練等に出てくれないとか、町会費を何に使

っているか分からないとかの話が多かったと思う。各催し物が有った場合はどんどん出席

していきたいと思った。

他の地域の事を少し知ることが出来た。参考にしたい。

会員を増やす為の工夫。特に集合住宅のケースが参考になった。

身近な対策、具体例をもっと説明、紹介してほしい。

いろいろな考え方があることを教えていただいた。

若い人への加入、アプローチ等とても悩んでいた事等について、 とても良い意見を聞くこ

とが出来、参考になった。

各テーブルから貴重な意見が多く出、 とても参考になった。

町会加入のアプローチの仕方が参考になった。PTA，おやじの会など、新マンションなど

の加入のアプローチ、若い人が加入し、役員として活躍してくれることが地域の活性化に

つながるので、ぜひ推進していきたい。

町会の理事になってまだ日が浅く、 目新しいことばかりだった。地域に長く暮らしている

が、町会活動は低調、災害時に備えられればよいかと。そのための日頃の備えが町会の仕

事か？

地域の状況が違う中で、共通の悩みについての話を聞くことが出来、良かった。

他町会の実情がわかり、大変良かった。

マンション、シェアハウスに呼びかけて会費を頂く事は参考になった。

他町会との交流には役立った。

各地区の活動内容が分かり参考になった。

テーマが大きい割に時間が短かったが、各グループからいろいろな意見を具体的に聞くこ

とが出来、その話を新人の方に伝えると、関心を持っていただけるかもしれないと思っ

た。参考になる意見も多く、実践できる事から取り組みたいと思う。例えば、防災訓練に

力を入れる地域を分割して全員に出席してもらえるようにする、イベントをやって関心を

持ってもらうなど。
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各町会からの意見、実績等の報告を今後に生かしていきたい。

まだまだ時間足らずで。

グループのコミュニケーションの時間が少し取りづらかった。

その地区の具体的活動内容を知ることが出来たこと。 （消火栓使用の講習会、盆踊りな

ど、 自分のところではやっていないこと。 ）

前回と同じ話し合いだった。変わった点があれば良かったと思うが残念。

目新しい事がなかった。町会加入は強制ではないが、もっと住民に知らせる工夫をしてほ

しい･行政は、町会に頼ってばかりではないだろうか。

ワークショップは時間制限もあるため、テーマを具体的に絞って行うことをお勧めする。

2今後も他の町会・自治会の皆さんとの交流の場が必要だと思いますか。

1 思う

2思わない

3 どちらでもよい

24

1

7

1

3今後、本講座で取り上げてほしいメニューや課題があればお聞かせください。

特に集合住宅住人への加入促進テーマ。

町会の役員も、引き受けてくれる人がおらず、歳を取っても辞められず、長い間役に就か

なくてはならないので大変。いかに後任の役員を頼むかが、今一番の課題。若い人は皆、

勤めているので引き受けてもらえない。

子どもと共に若い親達の加入促進について。

事例発表などで討論を入れての講座。

もう一度考えていかなければと思う。

活性化している町会があれば講座を開催してほしい。

結果報告をちやんとしてほしい。

4あなたの町会・自治会の所属する地区町会連合会に○をつけてください。

天沼地区 32



【馬橋･阿佐谷･成田地区】

12月6日(水)14:00～16:30阿佐谷地域区民センター第4･5集会室参加者数48名

「地域活動支援アドバイザー派遣制度」 （東京都の支援制度）を活用し、町会加入率が低迷する

など地域コミュニティの再構築が社会的な課題となっている中、より良い地域社会の構築に向け

た活性化講座を開催し、町会・自治会の抱える課題解決へのきっかけづくりを目的とする。

アンケート集計結果

15

◇参加者：48名、 うちアンケート回答者40名

1 今回の講座について

◆ワークショップ

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

7

19

7

◆感想等(例：どのような点が参考になったか、あるいは、参考にならなかったか、等）

自分自身の地域を多面的に知ることの大切さを痛感した。

ワークショップの時間にゆとりがほしい。

町会によって色々な取組があることを知った。

各町会の情報を聞くことができて良かった。 （類似他2件）

各町会は、同じような活動をしている。

どの町会も悩みを抱えていることが良くわかった。

料理教室を始めた町会がある。

どこの町会も人材不足、会員不足の話が多かったように思う。

新しい行事に取り組めず、新たな取組をしても参加者の顔ぶれは変わらないとの話があった。

班（小グループ）での話し合いは良かった。

もっと自治会の加入者を増やしたい。役員のなり手がいない。それについての話がもう少し間

きたかった。

役員のなり手がいない、 ということが話題になった。

住民間の交流のためのイベント等、各町会で実施している内容の成功例、問題点等。

世田谷区の事例。

ごみ処理サポートによる補助金収入。

それぞれの町会の背景（商店街など）が違うことが改めて認識された。抱える事情が違うた

め、一つの方向性が見出せない。

決まった顔しか集まらない。

意見交換の場は大変参考になった。
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町会のPRをどのように行っていくか？マンションは独自で事業を行うので、他に入ることは

ない。

テーマや課題を決めてから取り組んだほうが良いと思う。

◆講義

1 参考になった

2 ある程度参考になった

3 あまり参考にならなかった

6

19

7

◆感想等(例：どのような点が参考になったか、あるいは、参考にならなかったか、等）

町会に名人がいらっしゃること

人材の育成や確保の方法を考える講座にしてほしい。

現状のことだけで、一歩先に進んだ話が無かったように思う。

サクセスストーリーは理解できるが、 自らの課題としてはあくまで理想にすぎない。やりたい

ことがあっても、担い手がいない。

町内に住む高齢者の活用・育成の話だったが、町会活動にどう結び付けるのかが理解できなか

った。

高齢化した役員の構成を、これからどのようにしていくか等の話が聞きたかった。

参加者が同じような人ばかりなのに、新しい企画をすれば違ってくるのか？

高齢者と若い人の交流

健康長寿の10か条

日本橋に若者を定着させるために仕事を決める場を提供。家賃に対してはどうするのか、 日本

橋は家賃が高い。

ワークショップ同様、町会事情が違いすぎる。

やりたいと思うが、町会運営が難しい。

地域の特性があるので、参考になる面と参考にならない面がある。

回覧を見ていない人がいる。

話の内容が飛躍しすぎる。

2今後も他の町会・自治会の皆さんとの交流の場が必要だと思いますか。

～

1 思う 29

2思わない 2

3 どちらでもよい 7

2

3今後、本講座で取り上げてほしいメニューや課題があればお聞かせください。

たくさんの方が役員をやって下さる組織づくり



町会員増加法の成功例の紹介

時間が充分でなく、現状を話すだけで終わってしまう。

行政の協力に期待。

若い人が町会に参加するには、どうすればよいか。

講座もいいが、意見を交わす時間をもっととってほしいと思う。

出席者にあらかじめテーマを知らせて、意見を述べ合えばいい。

どうしたら町会行事に参加してもらえるのか。

お客様役員が多いので、役員をもっと自主的に動かすには？

男性の役員が少ないので、男性に出てきてもらうには？

町会にかかわる各種団体への参加が多い。本来の地域活動に支障が出る。負担が多いと役員の

なり手がない。

ではどの様にしているのか。

弱体化していく町会をどうする。

行政がいかに応援するか。

高齢化した町会の役員のなり手がいない。このままでは町会が消えていくのでは。

町会の活性化を図るためには。

今後の町会のあり方、施策

40．50代の方にどのように取り組もうとしているか、区・行政機関の姿勢がないように思

った。

世代交代。

4あなたの町会・自治会の所属する地区町会連合会に○をつけてください。

馬橋地区町会連合会 11

阿佐谷地区町会連合会 17

成田地区町会連合会 10

Ｌ
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崖
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【和田･堀ノ内松ﾉ木･高円寺中央･高円寺北地区】
11月18日(土） 14:00～15:30高円寺地域区民センター展示室参加者数128名

高円寺地域区民センター協議会の合同で、地域における町会・自治会の役割とネットワークづく
りについて学ぶ。

○基調講演

「地域への広報活動と仲間づくりの試み」

西荻窪町会 秋山成子（あきやまふさこ）会長

①町会活動の問題点・課題点

○町会の活動が地域に分かってもらえていない。

→活動しているならお知らせしよう。

○地域のことを一部の人だけで担っている。

→みんなでやりませんか（現在、提案中）

②町会を知ってもらうために

○「町会だより」 「防災だより」を月1回発行して、活動報告やこれからの予定、お知らせや町

会としての考え方や方向性などを掲載しており、反響は上々である。

○回覧板（掲示板）を見てもらうための工夫

行政からのお知らせだけでなく、必ず町会発行のお知らせを入れる。

地域や商店街のイベント情報などを入れる。 （欲しい情報は千差万別）

回覧板に頭書きを付ける。 （必要な情報を見てもらえる）

回覧を回す順番票を内側に貼る。 （必ず開かせるため）

回覧板にオリジナリティを持たせる。→読み応え、面白さ、期待感

※面白いと思ってもらえるよう工夫していることを、直接訴えかけている。

掲示板に対する期待感を持ってもらえるようにする。

古い情報や汚れたものは外し、なるべく新しい情報を掲示する。

画鋲からマグネットに修繕した。 （当番の負担軽減）

見やすくするため掲示の基準を示す。

○「定期パトロール隊」 「わんわんパトロール隊」 「お散歩パトロール隊」を編成。町会加入の

有無にこだわらず、町会区域外の方でも参加可能にして、現在の登録者は約100名。

○町会のキャッチフレーズ（自助・共助・近助顔の見える近所づきあい！ ）やオリジナルグ

ッズ（シンボルマーク、ウインドブレーカーやバッグなど）を作成して、町会が活動してい

ることをアピールする。

○行事は町会の大事なアピールチャンスなので、地域の人が参加しやすい行事（餅つき大会、

夏まつり等）を実施する。

○活動自体は、地域の人と一緒にやることが大事である。時には地域の人の意見を聞き、町会

の行事として手助けすることもある。

○活動したら、実施後すぐに報告する。

○町会未加入世帯や若い世代に情報を送りたいため、紙媒体だけではなくインターネット （ホ

ームページ・ツイッター・フェイスブック・LINE)を活用した情報提供を行っている．
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